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令和８年上半期（1 月～6 月）の労働災害 Ⅰ 

花巻監督署    情報チャンネル 令和８年８月号 

職場における熱中症防止のためのガイドライン Ⅱ 

図・表等に必要なリンクを付けていますので適宜クリックしてご覧ください。 

厚生労働省では、職場における熱中症防止のための労働衛生管理体制の確立・作業環

境管理・作業管理・健康管理・労働衛生教育等の熱中症リスクに応じて行うことが望ま

しい具体的方法を一体的に示し、事業者がその業種・業態に応じて適切に選択して取り

組むよう促すことにより、職場における熱中症による労働災害等の防止を図ることを目

的として「職場における熱中症防止のためのガイドライン」を策定しました。 

ガイドラインを参考として、効果的な熱中症対策に取り組みましょう！ 

【職場での熱中症防止対策のポイント】 詳しくはリーフレット参照 ➡ 

シリーズ 労基法クイズ ⑤ 記録の保存 
 

Ⅲ 

答えは最終ページ。答え合わせをしてみましょう！ 

賃金台帳、労働者名簿、タイムカード、年次有給休暇管理簿など労務管理に関する書類の保存期間は何年ですか？ 

第１問  労働者名簿は辞めたら不要なので廃棄してよい？     ① 6 か月間保存    ② 翌年度末まで保存    ③ ３年間保存 

第 3 問  タイムカードや出勤簿はスペースが無いので廃棄してよい？    ① 3 年間保存    ② ６年間保存    ③ 10 年間保存 

第２問  賃金台帳は支払いが終わったら廃棄してよい？       ① 翌年度末まで保存    ② ３年間保存    ③ ６か月間保存 

第４問  年次有給休暇管理簿は辞めた人の分も保存必要？      ① 退職者は廃棄してよい    ② 3 年間保存    ③ 2 年間保存 

第５問  懲戒解雇した人の解雇通知も保存必要ですか？      ① 10 年間保存    ② 2 年間保存    ③ ３年間保存 

ガイドライン全文は 

こちら ➡ 職場における熱中症防止のためのガイドライン - 厚生労働省 

体制整備、必要な設備の整備を行いましょう！ 

熱中症リスクを適切に把握・評価しましょう！ 

熱中症リスクに応じた対策を検討しましょう！ 
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◆花巻監督署管内における令和８年上半期の労働

災害（１月～６月速報値）は、全産業合計で

173 件。前年と同数で減少なし。 

【グラフ１】 季節要因で見ると、１月～２月は降雪等の

影響による転倒が製造業、商業で多発。 

【グラフ 2】 4～6 月では 「墜落・転落」 「転倒」 「激突」 

で全体の５割以上を占めている。 

【グラフ 3】 直近 2 か月（５～６月）は、前年を下回る

状況を維持している。 

引き続き「墜落転落」「転倒」「激突」の防止対

策に取り組みましょう！ 
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（花巻監督署に提出された労働者死傷病報告を集計、コロナ感染除） 
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4月～6月の事故型（全災害に占める割合％）
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グラフ１ 

グラフ２ グラフ３ 
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ヒント：労基法第 109 条（同附則第 143 条） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001676141.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001705095.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001705095.pdf
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A： 労働基準法において、労働時間・休日・深夜業等について規定を設けていることから、使用者は、労働時間を適正に把握するなど労働

時間を適切に管理する責務を有しています。このため、厚生労働省では、「労働時間の適正な把握 のために使用者が講ずべき措置に関す

るガイドライン（適正把握ガイドライン）」を策定し、労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置を具体的に明らかに示して

います。 

さらに、労働安全衛生法第 66 条の８の３では「事業者は、第 66 条の８第 1 項又は前条第 1 項の規定による面接指導を実施するた

め、厚生労働省令で定める方法により、労働者の労働時間の状況を把握しなければならない。」と規定しています。厚生労働省令で定め

る方法は、労働安全衛生規則第 57 条の７の３第 1 項において「タイムカードによる記録、パーソナルコンピューター等の電子計算機の

使用時間の記録等の客観的な方法その他の適切な方法とする。」としています（※パソコン等のログインからログアウトまでの時間を把

握しましょう。）。 

以上を踏まえますと、法令及びガイドライン等に即した労働時間の把握方法に見直す必要があります。具体的には、タイムカード、Ｉ

Ｃカード、パソコンの使用時間の記録等、客観的な記録を基礎として確認する方法に改めることをお願いします。 

残業時間についても、「労働時間の適正な把握 のために使用者が講ずべき措置に関するガイドライン（適正把握ガイドライン）」に基

づいて（リーフレット５ページ参照）、適正な把握をお願いします。 

【参考資料】 

◆「過重労働による健康障害防止のための総合対策」（平 18.3.17 基発第 031708 号）（リーフレット） 

◆「賃金不払残業の解消を図るために講ずべき措置等に関する指針」 

◆「労働時間を適正に把握し正しく賃金を支払いましょう」 

◆ 労働時間の考え方：「研修・教育訓練」等の取扱い」 

◆「研修・教育訓練」に関する労働時間の考え方 

年次有給休暇を上手に活用し働き方・休み方を見直しましょう。 

一定の条件を満たす場合、労働者に年次有給休暇を取得させなければ

なりません（労働基準法第 39 条）。「臨時・パート・アルバイトだ

から有給休暇は無い！」は間違いです。 

詳しくは「働き方休み方改善ポータルサイト」 ➡  

ご不明な点がありましたら 

最寄りの労働基準監督署までお問合せください。 

もっと自分らしい働き方・休み方 Ⅳ 

定期健康診断等の取扱いが一部変更になります Ⅴ 

Q&A 労働時間の把握 Ⅵ 

診断項目の省略にご留意ください！ 

◆法令に基づく血液検査等の項目の省略の判断は、個々の労働者ごとに、医師が省略可能で

あると認める場合においてのみ可能になります。 

◆血液検査等の項目の省略の判断を、医師ではない者が一律に行うことのないよう十分ご注

意ください。 

Q：当社では、出勤時に「出勤簿」に押印し、残業は自己申告制としていますが、この方法で問題ありませんか？ 

●年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう 

一斉付与方式 全従業員に対して同一の日に付与 

交代制付与方式 班・グループ別に交替で付与 

個人別付与方式 個人別に付与 

 
●時間単位の年次有給休暇を活用しましょう 

年次有給休暇の付与は原則 1 日単位ですが、労使協定を結べば、 

年5 日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。 

労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。 

厚生労働省 HP 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000187488.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000187488.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000187488.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001667998.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001435323.pdf
https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/kantoku/dl/040324-3a.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001310369.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001717823.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001717824.pdf
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/jigyousya.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/jigyousya.html
https://www.zeneiren.or.jp/pdf/260514-2.pdf
https://www.zeneiren.or.jp/pdf/260514-2.pdf
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/pdf/all.pdf?v=202606
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/jigyousya.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html
https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html
https://www.zeneiren.or.jp/pdf/260514-2.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000187488.pdf
https://www.zeneiren.or.jp/pdf/260514-2.pdf
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安全帯＝墜落制止用器具の適正な使用をお願いします Ⅶ 

 外国人の適正な雇用にご協力ください Ⅷ 

日本人と外国人が互いを尊重し、安全・安心に暮らせる共生社会を実現するためには、 

●外国人の人権に配慮しながら、ルールにのっとって外国人を受け入れ、適切な支援を行っていくこと 

●ルールに違反する者に対しては、厳正に対応していくこと 

が重要です。 

【墜落防止対策の原則は…】 

高さ２メートル以上の高所作業を行う場合、足場を組み立てる

等により作業床の設置が義務付けられています（安衛則第518条

第 1 項）。また、高さ２メートル以上の作業床の端、開口部等に

は囲い・手すり・覆い等の墜落防止措置が義務付けられていま

す。（安衛則第519条第1 項） 

【例外として…】 

足場による作業床の設置、作業床の端・開口部等の手すり等の

設置が技術的に著しく困難な場合、又は、作業の必要上臨時に手

すりや囲い等を取り外す必要があるときは、防網を張り、墜落制

止用器具を使用させる等、墜落防止措置が必要になります。（安

衛則第518 条第2 項、同第519 条第２項） 

なお、墜落制止用器具を使用させる場合は、親綱等の取付け

設備が必須であり（安衛則第521条）、作業主任者の職務として

安全帯の機能の点検が必要です。 

【注 1】 
墜落制止用器具の構造規格が2019（平成31）年１月25日に

告示され、旧構造規格に基づく安全帯（胴ベルト型・フルハーネ

ス型）を使用できるのは 2022 年 1 月 1 日までとなっており、

2026 年現在では、改正後の新構造規格をクリアーした墜落制止

用器具（安全帯）以外（旧規格）は使用できません。 

耐用年数がありますのでご確認ください。 

【注２】 
墜落制止用器具は、ショックアブソーバーに記載された

「落下距離」＝作業者の墜落を制止するときに生ずるランヤード

及びフルハーネス又は胴ベルトの伸び等に自由落下距離を加えた

もの以下の高さでは墜落してしまいますので、落下距離以上の

高さで使用しましょう！ 

◆雇用契約期間、労働時間、業務内容、給料の仕組みや控除の理由などをあらかじめ丁寧に説明してください。 

給料の支払いの仕組みが日本と違っていたり、控除の制度がなかったりする国もあります。具体的な控除の額や手取りの額を示すな

ど、具体的な金額について、本人が理解できる方法で説明するよう心がけてください。また、雇用条件等については、労働関係法令に

違反することがないよう注意してください。 

外国人の適正な雇用のために注意すべきポイント 

◆パワハラ・セクハラなどの不適正な行為が行われないようにしてください。 

業務上の必要な指導等であったとしても、暴言や脅迫（例：指示に従わなければ解雇する旨の

発言等）、暴行（例：殴打、足蹴りを行う、工具で叩く等）といった行為は許されません。 

◆お互いを尊重することで誤解が生じないようにしてください。 

業務上の指導やアドバイスであったとしても、文化等の違いから、相手を嫌な気持ちにさせて

しまうことがあることに注意が必要です（円滑なコミュニケーションのために、翻訳機や通訳

機を活用することも有効です。） 

◆外国人本人から出入国在留管理庁への届出 

外国人本人には、在留資格に応じ、入管法に基づく所属機関に関する届出が義務づけられています。新たに雇用等の契約を締結した場合

や別の所属機関に移籍した場合などには、同届出の必要性について、ご本人に案内いただくようお願いします。 

◆事業主の方からハローワークへの届出 

外国人（「特別永住者」、在留資格「外交」及び「公用」は除く。）を雇用する事業主の

方は、労働施策総合推進法に基づく外国人雇用状況の届出が義務づけられています。外国

人を雇用した場合や外国人が離職した場合、ハローワークへ届出をしてください（この届

出を怠ると罰則の対象となります。）。 

https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/taisaku.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf
https://www.moj.go.jp/isa/applications/online/i-ens_index.html
https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/taisaku.html
https://www.moj.go.jp/isa/content/001462224.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/gaikokujin/todokede/index.html
https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/taisaku.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf
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 労働契約等解説セミナーのご案内 Ⅹ

全国産業安全衛生大会のご案内 Ⅺ 労災保険「熱中症」「蜂刺され」 Ⅻ

毎年８月になると労災請求で目立つのが「熱中症」と「蜂刺さ

れ」です。 

【熱中症】 

今年は７月から「酷暑（気温 40℃以上）」となる日も出ており、

さらに湿度も高め。これが令和の暑さの常識になってきたように感

じます。 

熱中症は、「初期対応」が遅れ症状が悪化すると命にかかわること

があります。熱中症レベルⅡ「中等度」になる前に早めに医療機関

を受診しましょう。この際、労災保険が使えます。 

令和７年６月の法改正で義務化されましたが、連絡体制の周知、

初期対応の教育などをしっかりと行いましょう！ 

また、WBGT 値を把握し、適切な休憩と水分・塩分補給は当然で

すが、「食事」「睡眠」「アルコール」「基礎疾患」といったことも熱

中症予防には重要な要素です。日頃の健康管理がポイントですね！ 

【蜂刺され】 

今年は冬から一気に初夏になったように感じますが、暑い環境は

蜂の活動も早まり営巣活動が活性化するため注意が必要です。 

例年８月～９月に蜂刺され被害が多発しています。この時期、事

務所・倉庫、樹木周辺などで蜂が飛んでいるのを見かけたら要注意

です！ 飛び方・飛んでいる方向を観察し、巣がある場合は、周辺の

立入禁止の表示を行い、巣の撤去を早急に行いましょう。 

屋外作業が多い、農林業や建設業では、蜂アレルギーの検査、エ

ピペン®の準備などの対策も必要です。 

仕事中に蜂に刺されてしまったら、労災保険が使えますので、監

督署にご相談ください。 

就業環境整備・改善支援セミナー Ⅸ 

労基法クイズの答え  問１：③   問 2：②   問 3：①   問 4：②   問５：③    労務関係の処理を適切に保存しましょう！ 

第 85 回全国産業安全衛生大会が札幌で開催されます。 

大会テーマ：大地にみなぎる 健康・安全 決意の力 

申込みはこちら➡ https://jisha-taikai2026.com/ 

申込締切は 9 月 10 日 

フォームでのお問い合わせ 
参加申込型セミナー 

（オンラインセミナー） 

個別相談会 

お問合せフォーム セミナーの詳細 

お電話によるお問い合わせ 03－5226－9919 

受付時間：平日 10:00～17:00 

（土日祝日を除く） 

通常型 ｜ テーマ分割型 

講師派遣型セミナー 

個別相談会の詳細 

中小企業向けセミナーのご相談 

セミナー内容に関する個別の相談会を実施

いたします。お気軽にご相談ください。 

労働者団体向けセミナーのご相談 

セミナーQ&A 

厚生労働省では、労働時間や労働契約に関するルールを十分に理解して

いただくことを目的に、事業主、人事労務担 当者や労働者の皆さまを対象

とした労働契約等に関するセミナーを開催しています。 

リーフレットこちら ➡ 参加申し込み型セミナー（オンラインセミナー）、個別相談会 

講師派遣型セミナー・個別相談会 

セミナー ポータルサイト 

https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/index.html#seminar
https://shuugyou.mhlw.go.jp/
https://jisha-taikai2026.com/
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/
https://shuugyou.mhlw.go.jp/
https://shuugyou.mhlw.go.jp/
https://shuugyou.mhlw.go.jp/
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/participate.html#nomal-seminar
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/participate.html#thema-seminar
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/leaflet2026_a.pdf
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/leaflet2026_b.pdf
https://roukeiseminar.mhlw.go.jp/#seminar
https://jisha-taikai2026.com/wp/wp-content/themes/anzen/assets/pdf/pdf_taikai_2026_leaflet.pdf
https://jisha-taikai2026.com/

